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はじめに

オオセッカ Locustella pryeri はスズメ目

ウグイス科センニュウ属の小鳥で，中国東

北部，ロシアのウスリー地方および日本に

分布し，日本のものは亜種オオセッカ L. p. 

pryeri と さ れ る（ 茂 田 1991）． 日 本 国 内

の生息数は 2500 羽強とされ，現在繁殖が

確認されているのは主に青森県の仏沼，岩

木川下流域および千葉県と茨城県にまた

がる利根川下流域の 3 地域であり（上田

2003），その希少性から環境省レッドリス

トに絶滅危惧Ⅰ B 類（EN）として掲載され

ている（環境省 2006）．冬期間は関東から

瀬戸内海沿岸にかけての太平洋側で越冬す

るとされ，雪の少ないヨシ原に広く分布し

ていると考えられる（永田 1997，金井・

植田 1994）．関東以北では，宮城県の複数

の河口域，湿地等で冬季の生息が確認され

ている（山階鳥類研究所 1996，日本野鳥

の会宮城県支部 2002）．渡りを行う鳥類の

保全を図るためには，繁殖地，越冬地およ

び渡りの中継地それぞれの環境保全が重要

と考えられるが，オオセッカの越冬地およ

び渡り中継地における情報は不足している

（永田 1997，中里・上田 2003）．

岩手県は，オオセッカの繁殖地がある青

森県の南に位置し，太平洋側にある仏沼の

繁殖個体群が茨城県と千葉県に渡ること（山

階鳥類研究所 1997），および秋に渡りの通

過個体と考えられる個体の捕獲があること

（千葉ほか 2005）から，渡りの中継地とな

っている可能性がある（千葉ほか 2005）．

しかし県内での繁殖期や越冬期の記録は無

く（岩手県生活環境部自然保護課 2001），

これらの期間の生息状況については不明で

ある．

これまで，オオセッカの越冬生息確認の

北限は宮城県であった（日本野鳥の会宮城

県支部 2002）が，今回，筆者らは宮城県

の北に位置する岩手県沿岸南部で，冬季の

オオセッカの生息状況について調査を行っ

たので，報告する．

調査地および調査方法

調査は岩手県沿岸南部の 4 箇所のヨシ

原，釜石市鵜住居の鵜住居川河口域（39

˚20'N，141˚54'E， 標 高 1~2m）， 大 船 渡

市三陸町吉浜の吉浜川河口域（39˚09'N，

141˚50'E，標高 7m），大船渡市赤崎町亀井

田の盛川河口域（39˚04'N，141˚44'E，標
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高 1 ～ 2m）および陸前高田市高田町の古

川沼（39˚00'N，141˚38'E，標高 2 ～ 8m）

で行った（図 1）．これまでオオセッカの

冬季生息が確認された場所は，湿潤でヨシ

Phragmites communis Trin. が ま と ま っ て

生えている他にスゲ類等の下層植生が見ら

れるといった特徴が報告されており（籾山

1949，Moyer1953， 永 田 1997，Nagata

＆ Yoshida1997），同様の環境が今回の 4

調査地においてもあることから，オオセッ

カの生息地となっている可能性が考えられ

た．

鵜住居川河口域は，左岸側に広がる休耕

田と，農業用水路およびその貯水池に半円

状に囲まれた湿地帯から成り，面積約 40ha

で放棄地，湿地帯ともヨシが優占種となっ

ている．この河口域は，県内で唯一オオセ

ッカが記録された場所である（千葉ほか

2005）．吉浜川河口域は，クロマツ林と住

宅地に挟まれた河口左岸側の休耕田で，面

積約 3ha で，ヨシが優占種となっている．

盛川河口域は，大船渡市街地を流れる盛川

の河口から上流側 1km 付近までの右岸，左

岸に，幅数 m~30m 程の連続したヨシ原が

それぞれ約 0.7ha，約 3.5ha ある．古川沼

は汽水池で，岸辺にヨシ原が散在している

（合わせて面積約 1.6ha）．特に上流側の流

れ込みの周囲にまとまったヨシ原がある（図

2a~d）．

調査方法は，プレイバック法およびかす

み網による捕獲に依った．

プレイバック法では，生息の有無の確認

および個体数の推定を行うことを目的に，

調査地のヨシ原に接するように踏査ルート

を設定し，このルート上を歩行しながらお

よそ 20~30m おきにオオセッカのさえずり

図 1．調査地位置．
Fig.1. Study sites.
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音源をカセットテープレコーダーまたは CD

プレイヤーで再生し，再生音に反応して出

す声または出現する個体を確認した．プレ

イバック法は，山階鳥類研究所（1996）で

オオセッカの冬季生息を確認した実績があ

り，有効な調査法と考えられた．オオセッ

カのさえずり音源は上田（1998）に収録さ

れているオオセッカのさえずりを使用した．

調査は，オオセッカの活動が活発となると

考えられる日没前の時間帯（佐藤文男，私信）

を中心に晴天または曇りの日に行ったが，

この時間帯に行えない場合もあった（表 1）．

設定したルートは，鵜住居川河口域では休

耕田の畦道沿いに長さ約 1.4km，吉浜川河

口域では休耕田のほぼ中心を貫く形で，長

さ約 0.3km，盛川河口域では左岸側のヨシ

原沿いに約 0.8km，古川沼では上流側から

右岸沿いに下流側へ約 1.3km であった（図

2 a~d）．

調査は 2008 年 12 月 ~2009 年 3 月の間，

各調査地で 2~6 回行った．また 2010 年 1

月 ~3 月には，鵜住居川河口域で 3 回，吉

浜川河口域で 1 回，調査を行った（表 1）．

なお，鵜住居川河口域では 2008 年 12 月

20 日には強風のため全く記録が得られなか

ったことから，翌 21 日に再調査を実施し

た．2010 年 1 月 23，24 日は 2 日間をか

けてルートを踏査したので，調査回数はこ

の 2 日間で 1 回と数えた．2009 年 2 月 11

日および 2010 年 2 月 11 日は，捕獲調査

を合わせて実施したことから時間が制約さ

れたため，踏査ルートのほぼ約半分（中間

部分）で調査を実施した．

かすみ網による捕獲は，個体の性別，齢

を把握することを目的に鵜住居川河口域に

おいて環境省の捕獲許可を得た上で 2009

年 2 月 11 日および 2010 年 2 月 11 日に

30 メッシュ（長さ 12m）のかすみ網 2 枚

図 2. 踏査ルート .a: 鵜住
居川河口域 , b: 吉浜川河
口域 , c: 盛川河口域 , d: 
古川沼
Fig.2. The census route; 
a: the mouth of the 
Unosumai River,b: the 
mouth of the Yoshihama 
River, c: the mouth of the 
Sakari River, d: Furukawa 
Marsh.

(a) (b)

(c) (d)
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を使用して行った．捕獲に際してはプレイ

バック法と同様に，網の近くでオオセッカ

のさえずり音源をカセットテープレコーダ

ーで再生し，誘引を行った．捕獲した個体

については環境省リングを附した後，測定

と写真撮影を行い放逐した．

結果

プレイバック法によって，鵜住居川河口

域，吉浜川河口域および盛川河口域でオオ

セッカを確認した（表 1）．

このうち，鵜住居川河口域では，2008

年 12 月 ~2009 年 3 月の冬季には，強風の

12 月 20 日を除く各月の調査日に毎回個体

を確認した．確認個体数は，2008 年 12 月

21 日の 11~12 羽が最大で，1 月 4 日は 3

羽の確認であったが，続く 1 月 26 日の調

査では最大に近い 11 羽を確認した．その

後も 2 月 11 日に 5 羽，3 月 1 日に 4 羽を

確認した．2010 年 1 月 ~3 月の冬季も各月，

個体を確認し，個体数は 1 月 4~5 羽，2 月

5 羽，3 月 3 羽であった．吉浜川河口域で

は，2008–09 年の冬季では 4 回の調査のう

ち，2 月に行った 2 回の調査で各 1 羽を確

認した．2010 年の冬季では，2 月に 1 回

調査を行ったが確認できなかった．盛川河

口域では 2009 年 1 月に行った調査で 1 羽

を確認したが，翌 2 月の調査では確認でき

調査地
Study sites

調査年月日
Date

調査時刻
Time

確認個体数
Number of warblers

備考
Remarks

鵜住居川河口域 2008/12/20 15:15~16:30 0 強風
2008/12/21 15:20~16:38 11~12

2009/1/4 15:30~17:00 3
2009/1/26 16:10~17:20 11
2009/2/11 16:30~17:58 5 捕獲調査を合わせて実

施．踏査はルートの一
部で実施

2009/3/1 16:35~17:40 4
2010/1/23 16:30~17:30 3~4 一部、未調査部分あり
2010/1/24  6:30~7:00 1 1 月 24 日の未調査範囲

を調査
2010/2/11 16:55~17:30 5 捕獲調査を合わせて実

施．踏査はルートの一
部で実施．

2010/3/7 16:30~17:30 2~3

吉浜川河口域 2008/12/23 14:50~15:30 0
2009/2/11 10:00~10:40 1
2009/2/22 13:40~14:10 0
2009/2/28 16:50~17:20 1
2010/2/11 15:40~16:00 0

盛川河口域 2009/1/17 15:50~16:50 1
2009/2/22 14:40~15:20 0

古川沼 2008/12/23 16:10~16:50 0
2009/1/17 14:28~15:25 0

表 1．調査実施状況およびオオセッカ確認個体数
Table1.  Number of Japanese Marsh warblers observed in the study sites 

The mouth of the Unosumai River

The mouth of the Yoshihama River

The mouth of the Sakari River

Furukawa Marsh



93

なかった．古川沼では 2008–09 年冬季に 2

回調査を行ったが全く確認できなかった．

なお，プレイバック法で流したさえずり

に反応したオオセッカのうち，鵜住居川河

口域では地鳴きによる確認個体は 2008–

09 年の冬季では延べ 30~31 羽，2010 年

の冬季は延べ 8–10 羽，声は出さずにヨシ

の上部またはヨシ原の縁に出てきた個体は

2008-09 年の冬季では延べ 4 羽，2010 年

の冬季は延べ 3 羽であった．吉浜川河口域

と盛川河口域で確認した個体は全て地鳴き

による確認であった．

捕 獲 調 査 で は 2009 年 2 月 11 日 に 1

羽 を 捕 獲 し た（ 図 3）． 測 定 値 は 自 然 翼

長 55.0mm， 尾 長 61.1mm， ふ し ょ 長

19.0mm， 全 頭 長 30.8mm， 露 出 嘴 峰 長

8.5mm であった．測定値から雄と考えられ

た（茂田 1991）．また，頭蓋骨の含気化は

完了していたため，成鳥と考えられた（茂

田 1991）．2010 年 2 月 11 日には 1 羽が

網に入るのを確認したが，回収前に抜け出

したため，測定，撮影は行えなかった．

考察

今回の調査から鵜住居川河口域では，オ

オセッカが冬季の各月に複数個体が確認

され，越冬が確認された．確認個体数は

2008–09 年の冬季は最大 12 羽，2010 年

の冬季は最大 5 羽であったが，踏査ルート

の確認範囲は，ヨシ原全域をカバーしてい

ない（図 2a）ため，この地域には更に多く

の個体が各冬季に越冬していたと考えられ

る．

オオセッカの越冬期における生息環境

の報告事例は少ないが，これまでに，低

い雑草の立枯れがたくさんある湿地で，イ

やヒライが倒れている所の下にいる（籾山

1949），泥深い沼沢地，ヨシ原に生息する

（清棲 1952），ヨシに柔らかい下草が混じ

っているところに生息し，ヨシが密生して

いるところにはいない（Moyer 1953），あ

るいは，スゲ・ヨシ群落，カモノハシ・ヨ

シ群落等の植生に生息していた（Nagata ＆

Yoshida 1997）との報告がある．また，永

田（1997）では，ヨシの根元が水に浸かっ

ていた点を，山階鳥類研究所（1996）では，

河口部に見られるような地面が湿潤で低層

部にカヤツリグサ科の植物が密生している

ような環境を好む傾向がある点を指摘して

いる他，積雪が少ないことも重要と考えら

れる（永田 1997，金井・植田 1994）．鵜

住居川河口域ではこのような環境条件が広

図 3．2009 年 2 月 11 日に鵜住
居川河口域で捕獲したオオセッカ
Locustella pryeri（撮影：千葉一彦）
Fig. 3. A Japanese Marsh Warbler 
captured at the mouth of the 
Unosumai River on 11 February 
2009 (photo by K.Chiba).
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く見られ，今回 2 冬季連続で 3~10 羽以上

の生息を確認したことから，オオセッカの

越冬地となっている可能性が考えられる．

吉浜川河口域および盛川河口域は，一部

はヨシの根元が水に浸かっているが，鵜住

居川に比べるとやや乾燥した環境であった．

これらの場所で確認記録数は 1 羽と少なか

ったため，冬期間を通じた利用の有無は不

明であったが，少なくとも少数個体が一時

的に利用していたと考えられる．

何れの場所も以前から冬季の利用があっ

たのか，最近利用が始まったのかは，過去

の調査記録が無いことから判断はできない．

但し，越冬が確認された鵜住居川河口域で

は，2001 年までは水田耕作が行われてお

り，2002 年から徐々に放棄地が増えたこ

とから，遷移が進み，ヨシ原となったと考

えられる（千葉 未発表）．そのため，オオ

セッカが越冬するようになったのは，2002

年以降の可能性が高いと考えられる．

繁殖期には，オオセッカの雄はヨシの

茎の先端に止まってさえずったり，さえ

ずり飛翔を行う（三上 1998）ため，オオ

セッカの確認は容易である．しかし越冬期

には，湿地のヨシ原の低い草が重なって倒

れた地面に近い場所にいて，ヨシ原の外に

はほとんど出ず，さえずりもしないことか

ら，目立ちにくく確認が非常に難しい（籾

山 1949，金井・植田 1994）．オオセッカ

では越冬期の情報が不足している（永田 

1997，中里・上田 2003）のは，このこと

が原因の一つと考えられる．今回プレイバ

ック法で再生したさえずりに反応して，オ

オセッカはヨシ原内で地鳴きするだけでは

なく，ヨシの上部やヨシ原の縁に姿を現す

こともあった．そのため，この方法は越冬

期のオオセッカの確認に有効な手段であり，

越冬生態の解明に役立つと考えられる．

オオセッカでは，越冬地が繁殖地になっ

た例が茨城県の浮島で知られており（金井・

植田 1994），栃木県の渡良瀬遊水池では

秋の渡り時期に初めて確認され（深井・人

見 1996），その後，繁殖が確認されている

（平野 2010）．オオセッカの繁殖期の主な

生息場所は，スゲ類などの下層植生が発達

したヨシ原であり（西出 1993，藤田ほか 

1994，植田・金井 1994，Fujita ＆ Nagata 

1997），ヨシの草丈が 1.0–2.2m の場所で

生息密度が高かったことが報告されている

（中里・上田 2003）．また，仏沼で繁殖す

るオオセッカは，野焼きが行なわれて，枯

れヨシの存在しないヨシ原に，より高い密

度で生息する（中里・上田 2003）が，野

焼きが行われていない自然状態に近いヨシ

原においても生息が確認されている（杉浦

ほか 2003）．仏沼では近年，繁殖個体数が

増加し，その要因として耕作放棄により繁

殖適地であるヨシ原が増加したことが考え

られている（高橋ほか 2010）．今回越冬

が確認され，秋の渡りの時期に捕獲記録が

ある（千葉ほか 2005，千葉 未発表）鵜住

居川河口域でも最近放棄地が増え，ヨシ原

へと遷移し，繁殖適地が増加していると考

えられる（千葉 未発表）．また，鵜住居川

河口域では，営巣は確認できなかったが，

2010 年 5 月 8 日にさえずっている 1 羽が

観察されている（千葉 未発表）．これらの

ことから，今後，鵜住居川河口域で営巣す
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る可能性が考えられる．

一方，将来的には休耕田の遷移の進行に

よって，オオセッカの生息に不適な植生と

なることで，越冬利用が見られなくなる可

能性がある．オオセッカの保全を図る上で

は，今回生息が確認された場所について，

今後も生息状況および植生環境に注意を払

う必要があり，生息記録が得られていない

場所またはこれまでのところ情報が無い場

所においても，現状植生および遷移進行後

の状況を考慮しながらモニタリングを行う

必要があると考えられる．
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The first record of the Japanese Marsh Warbler Locustella pryeri  wintering in Iwate 

Prefecture, northern Japan 

Kazuhiko Chiba1 & Muneki Sakuyama2

1. 1-7-28 Odaira-chou, Kamaishi, Iwate, 026-0002 Japan 

2. 2-10-10 Shimoyonai, Morioka, Iwate, 020-0003 Japan　

We studied Japanese Marsh Warblers Locustella pryeri wintering on the south 

coast of Iwate Prefecture, northern Japan from December 2008 to March 2009 and 

from January to March 2010. The species is listed in the Japanese Avian Red List as an 

endangered species. The study was carried out by using a playback and capture method. 

In the reedbeds of the mouth of the Unosumi River, 3–11 or 12 birds were continuously 

observed on each day throughout the study period. It is, therefore, reasonable to assume 

that this area was a wintering ground of this species. At each mouth of the Yoshihama 

and Sakari Rivers, however, only one bird was observed on each day in February and 

January. We presume that Japanese Marsh Warblers have wintered in the study site since 

2002 when paddy fields were abandoned. This record shows that Iwate Prefecture is the 

northernmost wintering ground of Japanese Marsh Warblers.

Key words: Japanese Marsh Warbler, Locustella pryeri, wintering, abandoned paddy field, 

reedbeds, Iwate Prefecture


